
住信SBIネット銀行
辞退すべき？

タイミング最悪の上場は吉か凶か？



住信SBIネット銀行が3月29日に上場

● 2007年設立のインターネット専業銀行

● SBI証券と三井住友信託銀行が折半出資

● 上場は１年前からの悲願

● SVBやクレディ・スイスの混乱に巻き込まれ、

仮条件1,200～1,260円の下限で決定

● 時価総額1,800億円（東証スタンダード）

● 申込期間は3/22～3/27 ※証券会社により異なる



ビジネスモデル

有利な手数料
使いやすさ 低金利

出所：住信SBIネット銀行ホームページ

https://www.netbk.co.jp/contents/


運用資産内訳と住宅ローンシェア

出所：住信SBIネット銀行 上場目論見書

https://search.sbisec.co.jp/v2/popwin/info/connect/ipo/202302282102.pdf


BaaS事業

出所：住信SBIネット銀行 上場目論見書

https://search.sbisec.co.jp/v2/popwin/info/connect/ipo/202302282102.pdf


業績推移

出所：住信SBIネット銀行 上場目論見書

https://search.sbisec.co.jp/v2/popwin/info/connect/ipo/202302282102.pdf


SWOT分析

【強み】
● ネット専業による利便性
● 低コスト→低金利
● SBI、三井住友信託の知見
● 事業者との提携

【弱み】
● 無店舗経営
● ネットならではの身軽さ低減
● 差別化要素少ない

【機会】
● キャッシュレスの浸透
● データ活用
● AI技術の向上

【脅威】
● 競争激化（預金・貸出）
● 金利上昇リスク
● 銀行回避取引

内
部
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外
部
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ポジティブ ネガティブ



競争激化

出所：リクルート

https://finance.recruit.co.jp/article/rate-ranking/


バリュエーション

住信SBIネット銀行

実績PER 10.6倍

PBR 1.2倍

配当利回り 0.0%

ROE 13.0%

出所：マネックス証券



辞退すべき？

● 住宅ローンは経済混乱の影響を受けにくく、大きな心配はない

● ただし、競争激化により成長性には疑問符

● BaaS事業が本格的に収益化するかは未知数

● PBR等で見た株価水準は決して割安ではない

● 慌てて辞退するほどではないが、長期保有する理由は見えない



素晴らしい銘柄を探そう！

● 本当に素晴らしい銘柄は、長期間にわたって成長を続ける

● 見極めるポイントは、実績、ビジネスモデル、経営者の考え方

● 理想の投資法は「素晴らしい企業を見つけ、それを良いタイミングで買い、

素晴らしい企業である限り持ち続けること」

無料メールマガジンへのご登録を！


